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ペルー北高地パコパンパ遺跡調査だより
2006

関雄二
(国 立民族学博物館 教授 　ア ンデス文明研究 会顧 問)

(写真1)半 地 下式広場 南部 で発見された階段(封 印 されている)

　 パ コパ ンパ遺 跡 へ の道 路 状 況 は、 例 年 に

比 べ て 非 常 に悪 い。2月 まで 降 らな か った

雨 が3月 か ら5月 に か けて大 量 に襲 い、 村 ま

で の唯 一 の街道 を徹底 的 に痛 め つ けた よ う

だ。 そ の名 残 か らか 、 調 査 に 入 った7月 で

さ え、降 雨 に よ り発掘 が 中断 され る ことが

た びた びあ った 。雨 が 降 る ととに か く寒 い。

乾 燥 し、 晴 天 が続 くよ うな大 半 の ペ ル ー の

高地 一 般 とは異 な り、 ア ンデ ス の東 斜 面 、

ア マ ゾ ン源 流 地帯 の大 気 が谷 沿 い に流 れ 込

む パ コパ ンパ ー帯 は、 乾季 で あ る この時 期

で も雨 に見 舞 わ れ る こ とが多 く、植 生 も豊

か で あ る。

　 い ず れ に して も、 雨 は 発 掘 の敵 で あ る。

寒 さな らず とも、 発掘 区 は泥 沼 と化 し、 層

位 の コ ン トロー ル も ま ま な らぬ ほ どに な

る。 器 材 を運 ぶ 地 元 の作 業 員 で さえ、 急 斜

面 で 足 を とられ 、 転 落す る悲 鳴 とそれ を難

し立 て る同僚 の歓 声 が 降 り しき る雨 の 中 に

こだ ます る。

　 パ コパ ンパ遺 跡 調査 の2年 目は、2ヵ 月 半

とい う十 分 な 期 間 が 与 え られ た 。 この 間 、

私 とペ ル ー 人 考 古 学 者 ワ ル テ ル ・ ト ッ ソ

氏 、 そ れ に プ ロジ ェ ク トの カ ウ ン ター パ ー
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(図1)パ コパンパ遺跡と北部山地の形成期遺跡

トで あ るペ ルー 国立 サ ン ・マル コス大 学 代

表 の フア ン ・パ ブ ロ とア ラセ リ ・エ ス ピノ

サ 両君 、 そ れ に学 生13名 ほ どで 、相 当広 い

範 囲 を対 象 とした 発掘 調 査 を 行 った 。 後 半

に参 加 した 井 口欣 也 埼 玉 大学 助 教 授 と2名

の 日本人 学 生 を 除 け ば、 ほ とん どが ペ ルー

人 で あ り、喧噪 と もい っ て よい ほ どの に ぎ

や か さが支 配 す る 日 々の生 活 に は、 これ ま

で過 ご して きた 日本調 査 団 とは ず いぶ ん 違

う雰 囲気 を感 じた。

　 「チ ャス キ」 の前 々号 で も紹 介 した が 、

改 め て パ コパ ンパ 遺跡 に触 れ て お こ う。 パ

コパ ンパ は、 ペ ルー北 高 地 カハ マ ル カ県 北

部 、 チ ョタ郡 、 海 抜2500mに 位置 す る形 成

期の神殿遺跡である。形成期 とい

うのは、 日本の調査団が過去50年

近 くにわた って追究 してきたアン

デス文明初期を指す時期名であり、

紀元前2500年 から紀元前後がこれ

にあたる。形成期では、神殿にお

ける活動が生業を含めたさまざま

な分野と関連 しながら社会を築い

ていたと考えられ、パコパンパも

その一つである。 しかしながらそ

の規模は、ペルー北高地随一 とい

ってもよく、単なる地域統合の核

を超える役割を担 っていた可能性

を秘めている。

　遺跡自体は3段 の基壇 より構成さ

れ、100m×200mの 最上段(第3基

壇 とよぶ)に は、半地下式広場を

はじめ とする様 々な遺構の痕跡が

認 め られ る。 昨 年 は、 小 規模 なが ら、 試 掘

溝 を半 地 下 式 広 場 に か か る よ うに設 け た。

そ の結 果、 以 前 、考 古 学 者 らが提 示 した 編

年 、 す な わ ち二 つ の時 期 が 存在 す る点 を再

確 認 す る こ とに な った 。 しか しなが ら、 時

期 名 に つ い て は、 これ まで の名 称 に と らわ

れ る こ と な く 、 よ り 中 立 的 に1期

(B.C.1300～B.C.900)、 　II期(B.C.900～

B.C.500)と 名 付 け た 。 と くに、 今 日、 地

表 か ら頭 を 出 して い る よ うな遺 構 の 大 半

が、 後 半 のII期 にあ た る こ とが判 明 した 点

は収 穫 で あ った。

　 さて 今年 の調 査 の 目標 は 、 い くつ か存 在

した 。 一つ は、 中途 半端 に終 わ った 昨年 の
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試掘溝を再度掘 り返 し、さらに深 く掘 り下

げ、遺跡の形成や1期の遺構を探 ること、

さらには、基壇を支える巨大な正面壁にま

で試掘溝を拡張し、正面壁の建設時期を同

定するとともに、半地下式広場等の遺構 と

の時期的関係を層位的に押さえることであ

る。結果としては、正面壁は、最も古い1

期にすでに建設が始まり、II期に修復の手

が加わった点がわかった。またこの正面壁

によって支えられる第3基壇東端部分の形

状も復元できるようになった。さらに現在

目にすることができる正面壁は、第3基壇

を支える擁壁の一部に過ぎず、その東側に

は階段状に連なる擁壁が続き、そこには階

段が眠っていることもわかった。

　もう一・つの目的は、この遺跡を有名にし

ている代表的な遺構である方形半地下式広

場において、いまだ発見されていない階段

をあと二つ探し出すことであった。すでに

過去の調査で、あるいは正確にい うならば、

考古学者がこの地に足を踏み入れ る前か

ら、広場の東と西に階段があることはわか

っていた。しかし、昨年の地形測量の結果、

広場の北と南にも低い基壇が隣接すること

が判明し、そちらへのアクセスとして階段

の存在が推測されたのである。 ここでもク

ントゥル ・ワシ遺跡での調査経験が生かさ

れた。1988年 から15年 も調査 した クント

ゥル・ワシ遺跡では、半地下式広場を囲む

ように基壇が配置され、広場各辺の中央部

に階段が設けられ、計4つ の階段が確認さ

れている。
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　 しかもパコパンパ遺跡の半地下式広場を

構成する壁には、階段の存在を暗示する特

徴が備わっていた。広場の壁は丁寧に切 り

出された石灰岩のブロックより構成され、

これが縦長、横長、そして縦長 とい う具合

に リズムよく積み上げられている。ところ

が、南辺の中央部分では、この リズムが崩

れ、代わ りにだらしない、しかも小型の石

列に取って代わられているのである。ここ

に階段があり、後で封印されたのだ と、去

年からピンときていた。 しかもだらしない

石列の幅は、すでに見つかっている階段の

幅とほぼ同じである。

　実際に発掘を開始して、数日で、 この予

測を見事に裏付けるような階段のステップ

が目に前に現れた(写 真1)。 さらに封印を

行った時期の考察も可能 となった。どうや

ら同じII期の後半、この作業が実施された

と考えられる。 この階段は不要、あるいは

使用 してはならないとい う判断が下された

のだろう。しかし、階段が封印されても窪

んだ広場は、どうも利用され続けたようだ。

こうした階段と封印の状況は北辺でも確認

することができた。

　 さらに興味深いのは、この広場が、その

次、すなわち第3段 階 として、すっか り埋

め尽 くされたことがわかった点である。大

量の石、土器、石器、銅製品などがおそら

く一気に投げ込まれている。周囲の基壇や

部屋を破壊 し、その建材や儀礼に使用 した

用具などが意図的に集められ、封印の材料

として使用されたと考えられるのである。
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(写真2　上)中 央基壇で確認された部屋状構造

(写真3　下)地 元住民を招待 した発掘現場説明会
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　 さ て今 年 の調 査 目的 の3つ 目は 、広 場 の

西 に控 え る中 央基 壇 を 発掘 し、 そ の形 状 を

探 る こ とで あ った 。 これ まで 、私 が参 加 し

て きた北 高 地 の形 成 期神 殿 で は 、 ワカ ロマ

にせ よ、 クン トゥル ・ワシ にせ よ、 パ コパ

ンパ に 匹敵 す るほ ど 見事 な構 え を みせ なが

らも、 こと肝心 な神 殿 の 中核 部 分 に関 して

は、 後代 の破壊 な どを受 けて 、 元来 の姿 を

つ か む こ とが で きなか った ので あ る。 ほ と

ん ど外枠 の形 状 を把握 す るだ け で あ った と

い って も過 言 では な い。

　 そ れ に比 して 、 パ コパ ンパの 中央 基 壇 の

保 存 状態 は きわ め て 良好 で あ る。 長 方 形 の

部 屋 が隣 接 す る同様 の部屋 と壁 を共 有 し な

が ら連 な り、 東 か ら 西に 向 か って 少 しず つ

高 くな ってい た。 各部 屋 の 入 り口は、 半 地

下 式 広場 の東 西 の階 段 中央 部 を貫 く中心 軸

に沿 うよ うに、 設 け られ て い た。 しか し、

東か ら進 ん で 、最 も奥 の部 屋 の入 り口だ け

が北 にず れ て い た。 す なわ ち、 最 後 の部 屋

だ けは、 正 面 か ら進 ん で い く訪 問 者 の視 界

に は入 らない こ とに な る。 この部屋 は、 神

殿 の なか で も非常 に特殊 な機 能 を 持 っ てい

たた め、 儀 礼 参加 者 らが接 近 す る こ とを避

け る必要 が あ った の か も しれ ない(写 真2)。

こ う した 神 殿 構 造 へ の ア クセ ス の 問題 は、

神官 な どの権 力者 の発 生 な どを 考 え る上 で

貴 重 な デー タ とな る こ とは 間違 い な い。

　 さ らに興 味 を そそ られ るのは 、 こ う した

一 連 の部 屋 構造 の床 下か ら
、 同 様 の構造 が

出土 した ことで あ る。 神殿 更 新 の痕 跡 とも

い え るが、 共 伴す る土器 は異 な る。 土 器 な
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どの物質文化による変化はあっても、建築

のアイデアは連続しているということであ

ろうか。結論は今後の調査に委ねられよう。

　パコパンパ遺跡の調査はまだ手をつけ始

めたばか りである。まだ2年 目だとい うの

に、村人の歓迎度は、驚 くばか りである。

もちろん、小さな村に40人規模の雇用をも

たらすという経済効果 もあろうが、村の誇

りとしての遺跡をきちんとした形で研究 し

ていることに対する敬意の方が大きい。作

業員の選抜は、村の会議に一部委ねること

とし、 リーダーは、生活水準を考慮 した上

で作業員を選んだ。とはいえ、選考に漏れ

た人でも、雨で浸食された石彫をどうにか

したいと訴えてくる。彼 らの関心は、必ず

しも食べることだけではないのだ。依頼 し

てもいないのに、今年の村の守護聖人祭 り

(8月30日)の プログラム最終 日には、私の

誕生日パーティが組み込まれた。長年、調

査 してきたペルーでもこれだけの歓迎ぶ り

は経験したことがない。参加したペルー人

考古学者、学生でさえ舌を巻 くほどである。

それだけに、私達が背負う責任はきわめて

大きい。発掘最終日の現地説明会に集まっ

た300名 もの村人達(写 真3)を はじめ と

して、周辺住民に、目に見えるような形で、

遺跡の意味 と活用を示す手段を少しずつ考

えていく必要があろ う。2体 の石彫に今年

取 り付けた雨よけの屋根は、ほんのささや

かな私達からの感謝の表現にすぎない。
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